






要約:われわれは妊娠中期に超音波による胎児スクリーニングを施行している。昭和 59 年

6月より3年間の成績では、出生前に診断しえた胎児奇形21例中13例が中期に発見され、

しかも紹介例を除く奇形はすべて中期のスクリーニングによって発見されていた。すなわ

ち、慎重に行なわれれば、妊娠中期スクリーニングで胎児奇形を発見できる機会は多いと

考えられ、これの胎児予後に与える効果は大きいものと思われた。また、それらの症例の

うち、横隔膜ヘルニアの存在を診断し得た 1例を挙げた。 


